2010年度立命館大学大学院博士課程後期課程研究奨励奨学金Ａ・Ｂ 申請書
	（ふりがな）

申請者氏名
	（                                        ）
印    

※氏名自書の場合は、押印省略可
	所属研究科
	

	
	
	回生
	

	
	
	学生証番号
	

	連絡先住所
	

	電話番号
	自宅
	
	携帯
	

	E-mail
	

	生年月日
	19     年     月       日生
	年齢
	      歳（2010/04/01現在）

	指導教員所属
	研究科
	指導教員氏名
	

	学歴
（西暦）
	１．       年    月              大学              学部                学科卒業

	
	２．       年    月              大学大学院               研究科                専攻入学
    （博士課程前期課程・修士課程・一貫制博士課程・専門職学位課程）※いずれかに○。

	
	３．       年    月              大学大学院               研究科                専攻入学

    （博士課程後期課程・一貫制博士課程）※いずれかに○。「２」で一貫制に○をした者は記入不要。

	
	４．       年    月課程博士学位取得（見込）

	研究・職歴

（西暦）
	１．       年    月～       年    月
２．       年    月～       年    月
３．       年    月～       年    月

	奨学金

・奨励金
等受給歴

（西暦）
	１．       年度
	名称
	
	支給額
	

	
	２．       年度
	名称
	
	支給額
	

	
	３．       年度
	名称
	
	支給額
	

	平成22年度

（2010年度）

特別研究員

申請状況
※昨年度申請
	１．申請状況：（  申請あり（DC1 ・ DC2 ・ PD ・ RPD ） ・ 申請なし ）

※「申請あり」か「申請なし」かに○。また「申請あり」の場合は、種目にも○。

	
	２．「申請なし」の理由：（ 年齢制限 ・ 就業 ・ その他（具体的な理由を記載のこと）



	
	※「申請なしの理由」は後期課程２回生以上、一貫制博士課程４回生以上のみ記入してください。

	研究課題
	

	
	※40字以内で記載してください。記号・数字等も全角・半角にかかわらずすべて１字と数えます。

	特記事項（上記項目にて欄が足らない場合使用してください）
	

	【事務局記入欄】
申請書受理 / 確認日
	
	


	１．現在までの研究の状況 （図表を含めてもよいので判りやすく記述してください。様式改変・追加不可。（以下同様））
①これまでの研究の背景、問題点、解決方策、研究目的、 研究方法、特色と独創的点について当該分野の重要文献を挙げて記述してください。

②申請者のこれまでの研究経過及び得られた結果について、問題点を含め①で記載したことと関連付けて説明してください。なお、これまでの研究成果を論文あるいは学会等で発表している場合には、申請者が担当した部分を明らかにして、それらの内容を記述してください。

	

	申請者氏名
	


	２．これからの研究計画

	（１）研究の背景 
「１」で述べた研究状況を踏まえ、これからの研究計画の背景、問題点、解決すべき点、着想に至った経緯等について参考文献を挙げて記入してください。

	

	（２）研究目的・内容　（図表を含めてもよいので、わかりやすく記述してください。）
①研究目的、方法、研究内容について記述してください。
②どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか、具体的に記入してください。
③今年度において、共同研究等に参画する場合は、申請者の担当部分を明らかにしてください。

④今年度において、異なった研究機関（外国の研究機関等を含む）において研究に従事する（予定の）場合は、その計画も記載してください。

	

	申請者氏名
	


	＜研究目的・内容つづき＞

	

	（３）研究の特色・独創的な点　
次の項目について記載してください。
①これまでの先行研究等があれば、それらと比較して、本研究の特色、着眼点、独創的な点

②国内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ、意義

③本研究が完成したとき予想されるインパクト及び将来の見通し

	

	申請者氏名
	


	３．研究業績
下記の項目について記載し、申請者にアンダーラインを引いてください。また、修士学位論文、博士予備論文については、（０）に区別して記載してください。業績が多数となり、２頁以内に収まらない場合、pp5－6への記載に加え、A４版別紙の添付を認めます。なお、（  ）間の間隔（例えば（１）と（２）の間）は、研究業績の記載件数等によって適宜調整して差し支えありません。
（１）学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文または著書 （査読の有無を区別して記載してください。査読のある場合、印刷済及び採録決定済のものに限ります。 査読中・投稿中のものは除く ）。
①著書（申請書を含む全員の氏名を、論文を同一の順番で記載してください。）、題名、掲載誌名、発行所、巻号、pp開始頁－最終頁、発行年をこの順で記入し、著書の所属・職については脚注に記載してください。
②採録決定済のものについては、それを証明できるもの（コピー等で構いません。）を申請書の末尾に添付してください。その場合は、業績欄にもその旨記載してください。
（２）学術雑誌等又は商業誌における解説、総説（書評・研究紹介等を含む） （（１）の特記事項に留意して、同様に記載すること）

（３）国際会議における発表 （口頭・ポスターの別、査読の有無を区分してください。）

　　　著者（申請者を含む全員の氏名を、論文等と同一の順番で記載してください。）、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載してください。発表者に○印を付してください。（発表予定のものは除く。発表申し込みが受理されたものは記載して構いません。その場合は、それを証明できるものそれを証明できるもの（コピー等で構いません。）を申請書の末尾に添付してください。その場合は、業績欄にもその旨記載してください。）。
（４）国内学会・シンポジウム等における発表
（３）と同様に記載してください。
（５）特許
申請中、公開中、取得の別を明記してください。ただし、申請中のもので詳細を記述できない場合は概要のみの記述で構いません。
（６）その他（翻訳、研究ノート等）上記（１）～（５）に属さない業績　
翻訳や研究ノート等（１）～（５）に属さない業績があれば、上記特記事項に留意しながら、記載してください。

	（０）修士論文・博士予備論文

（１）学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文または著書

（２）学術雑誌等又は商業誌における解説、総説（書評・研究紹介等を含む）
（３）国際会議における発表

（４）国内学会・シンポジウム等における発表

（５）特許

（６）その他（翻訳、研究ノート等）上記（１）～（５）に属さない業績

	申請者氏名
	


	＜研究業績つづき＞

	

	Ａ４版別紙業績の添付
	（  あり  ・  なし  ）   ※いずれかに○。

	申請者氏名
	


研究科長  殿  ※在籍研究科名を記入してください














（ 3 / 6 ）

